
第２５回宮崎海岸市民談義所

国土交通省 宮崎河川国道事務所

宮崎県

日時：平成27年1月14日（水）19：00～21：00

場所：佐土原総合文化センター

議事次第

本日の流れ

１．宮崎海岸の侵食対策の概要

２．第24回宮崎海岸市民談義所の振り返り

３．埋設護岸の検討経緯のおさらい

４．動物園東の埋設護岸について

５．工事の予定

６．今後のスケジュール

７．その他
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１．宮崎海岸の侵食対策の概要
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宮崎海岸保全の基本方針 - 5 -



宮崎海岸の侵食対策 - 6 -
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宮崎海岸侵食対策の技術検討の流れ
～技術検討から対策の実施と効果検証～
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宮崎海岸ステップアップサイクル

どのような方法をとればよいかを検討・実施し、効果を確認しながら、修正・改善を加えて、
対策を着実に進める。

Ａ：修正 Ｃ：確認

Ｄ：実行Ｐ：計画

効果を確認

現象の複雑さ
予測の不確実性

宮崎海岸侵食対策は、
「侵食対策の検討、計画」から、
「侵食対策の実施、効果・影響の確認」の段階に。



体制と運営方針
～委員会、技術分科会、効果検証分科会、市民談義所～
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宮崎海岸トライアングル

宮崎海岸の砂浜の保全を目的として、行政・市民・専門家が三者一体となって進める。
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２．第24回宮崎海岸市民談義所の振り返り

（１）本日までの談義所、分科会、委員会の開催状況

（２）第24回宮崎海岸市民談義所の開催概要

（３）第24回宮崎海岸市民談義所での宿題回答



（1）本日までの談義所、分科会、委員会の開催状況 - 10 -

第１０回技術分科会第３回効果検証分科会

第１３回宮崎海岸侵食対策検討委員会

′開催日時：平成26年9月26日（金） 10～12時
′場所：宮崎市佐土原総合支所２階研修室

′開催日時：平成26年11月6日（金） 10～12時
′場所：宮崎公立大学 交流センター多目的ホール

′開催日時：平成26年9月26日（金） 14～16時
′場所：宮崎市佐土原総合支所２階研修室

′開催日時：平成26年11月27日（木） 13時半～15時半
′場所：宮崎市住吉公民館

第１１回技術分科会

付託事項の追加

第２３回宮崎海岸市民談義所
′開催日時：平成26年9月7日（日）
′場所：宮崎市佐土原地区交流センター学習室

第２４回宮崎海岸市民談義所
′開催日時：平成26年12月9日（火）
′場所：宮崎市佐土原総合支所

第２５回宮崎海岸市民談義所
′開催日時：平成27年1月14日（水）
′場所：宮崎市佐土原総合文化センター



（２）第24回宮崎海岸市民談義所の開催概要
①開催概要
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′開催日：平成26年12月9日（火）

′場所：佐土原総合支所 2階 研修室

′参加者数：20名

′議事概要：
１．宮崎海岸の侵食対策の概要

２．第23回宮崎海岸市民談義所の振り返り

３．技術分科会、効果検証分科会、委員会の開催概要

４．第13回委員会の結果報告

５．第11回技術分科会の結果報告

６．埋設護岸のステップアップの検討

７．今後の侵食対策工事等

８．今後のスケジュール

専門家との談義の様子

平成26年に来襲した台風による埋設護岸の変状
の要因について検討結果を説明した。また、この

結果を受けて埋設護岸のステップアップの検討に

ついて説明し、大炊田海岸埋設護岸の復旧および

住吉海岸動物園東地区埋設護岸の新設案を示し、

意見交換を行った。

事務局側の説明資料を追加して、1月に再度市民
談義所を開催することとなった。

事務局からの説明



（２）第24回宮崎海岸市民談義所の開催概要
②談義の概要
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談義の概要
市民の方からの意見 回 答

＜埋設護岸の構造について＞
′対象とする外力を明確にすべきである。
′養浜は何度やればいいのか。
′変状の起こった箇所と海底地形の関係はあるのか。
′アスファルトマットの必要性と目的を教えてほしい。

′今年の台風はこれまでの台風と比べて大きいとは言えなかった。
サンドパックが本当に大きな波が来たときに持つのか心配である。

＜事務局と専門家の共通意見＞

′養浜を未来永劫続けることは不可能なので、海岸の対策と同時に川からの
土砂を増やす対策を進めていく。

＜専門家＞
′設計は1回の波を対象としているが、今年は台風が5回連続で来た。この状
況で、浜崖が後退していないのは、埋設護岸の効果があったと言えると考え
ている。

※変状箇所と海底地形の関係（①）および
アスファルトマットの必要性・目的（②）については次回までに整理する。

＜動物園東のサンドパック設置位置について＞

′侵食が進んだからといって、サンドパックの設置位置を陸側に寄
せるのは考え方がおかしいのではないか。

′対策の目標浜幅50mの基準線は変えないと言われてきたので納
得がいかない。

′台風が来るたびに砂丘が侵食され、それに伴いサンドパックの位
置も後退するのか。

′現在の浜崖面の位置は有料道路のインターチェンジ近くまで迫っ
ている。有料道路が通行できなくなるまで長くないのではないか。

＜事務局＞
′目標浜幅50mの基準線は平成20年8月の浜崖頂部の位置としており、これは
浜崖面が後退しても変えていない。

′サンドパックの位置はできるだけ前に出したいが、これ以上前に出すと施工
が難しくなる。なるべく早く対策をするためには、提案した場所に置くのが良
いと考えている。

＜専門家＞

′サンドパック設置と、回復する砂浜の目標位置には関係がなく、砂浜の回復
は北からの流入土砂を増やすことと、南への流出土砂を減らすことの二つ
の対策で目標浜幅50mを達成させる。

＜その他＞
12/6のビーチクリーンには300人が参加した。それだけの人の想
いを感じて談義を進めてほしい。

′正月には初日の出を見に大勢の人が動物園東の砂浜に集まる
ので、立ち入り禁止を解除してもらいたい。

′突堤の北側には砂は溜まっているのか。

＜市民連携コーディネータ＞
′次回のビーチクリーンには参加させていただきたい。
＜事務局＞
※突堤周辺での砂の状況については次回までに整理する。（③）

※早期の立ち入り禁止解除に向けて、安全性を確保しているところである。
（④）

市民連携
コーディネータのまとめ

侵食対策の目標浜幅の基準線についてと、サンドパック設置位置の決め方について、もう少しじっくり説明を
したほうが良いようなので、事務局が資料を揃えて再度市民と談義してほしい。

赤字：第25回市民談義所までの事務局の宿題



（３）第24回宮崎海岸市民談義所での宿題回答
①大炊田海岸の変状箇所と地形の関係について
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サンドパックNo. 79 78 77 76 75 74 73 72 71 70 69 68 67 66 65 64 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 凡例

アスファルト
マット

2 2 5 5 5 5 5 5 5 5 5 1 5 5 5 1 5 5 5 5 1 1 5 5 5 5 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2
大きな
変状

下段
サンドパック

1 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 2 2 変状あり

上段
サンドパック

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 2 2
軽微な変
状あり

下段陸側
サンドパック

2 2 2 2 2 2 健全

浜崖後退

平成26年1月撮影（サンドパック設置完了後）

石
崎
川

めくれ・ちぎれ・
番線飛び出し

全区間（Ｌ＝１，５８０ｍ）異常なし

大きな
変形

一部
めくれ

めくれ・ちぎれ・
番線飛び出し

一部、番線飛
び出し・めくれ

不等
沈下

不等
沈下

不等
沈下

不等
沈下

損傷
大きな
変形

損傷

ｸﾘｰﾝﾊﾟｰｸ排水管

ＫＤＤＩタワー

H26.6

H26.8(台風11号後)H26.10.24(台風19号後)

H26.10.30

第24回市民談義所資料に汀線位置を追加

汀線が陸側に大きく凹み、アスファルトマット、サンドパックに接近した箇所周辺で
変状が生じている

5m
100m

アスファルトマット
サンドパック



（３）第24回宮崎海岸市民談義所での宿題回答
②アスファルトマットの必要性について
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-1.5
-1.0
-0.5
0.0
0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0
3.5
4.0
4.5

140160180200220240260280300320340360380400420440

台風19号通過後（10月30日測量）

標
高
（ T
.P
.,m
）

上段ＳＰ天端 下段陸側ＳＰ天端 下段海側ＳＰ天端 Asマット基部

SP08SP09SP10SP11SP12SP13SP14SP15SP16SP17SP18SP19SP20SP21SP22

ＳＰ１７
ＳＰ１６ＳＰ１９

ＳＰ１８

平成26年10月31日撮影平成26年10月31日撮影

Asマットの沈下
が少なければサ
ンドパックは大
きく変状しない

SP16はAsマットが大きく沈
下しているためサンドパックも
大きく変状している

設置当初のAsマットの高さ

Asマットの沈下量

サンド
パック

サンド
パック

サンド
パックAsマット

設置当初のサンドパック下段の高さ

設置当初のサンドパック上段の高さ



（３）第24回宮崎海岸市民談義所での宿題回答
③突堤の効果
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平成26年12月9日14時半頃撮影

突堤（L=75m）
↓

突堤（L=75m）
↓

■レストハウス前面の砂浜より

■レストハウス前面の堤防上より

※潮位はほぼ平均潮位
（T.P.-0.07m）



（３）第24回宮崎海岸市民談義所での宿題回答
④立ち入り禁止解除の実施状況
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平成26年12月15日撮影

■動物園東 里道からのアクセス箇所の整備状況
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３．埋設護岸の検討経緯のおさらい

（１）侵食対策に必要な３つの機能とは

（２）目標浜幅50mについて

（３）埋設護岸とは

（４）埋設護岸の位置の決め方について
①アスファルトマットの設置高（T.P.+1m）について
②サンドパックを浜崖から18m離す意味について

（５）埋設護岸のステップアップについて



（１）侵食対策に必要な３つの機能とは
①養浜、突堤、埋設護岸のそれぞれの役割（1/3）
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（１）侵食対策に必要な３つの機能とは
①養浜、突堤、埋設護岸のそれぞれの役割（2/3）

- 19 -

第6回技術分科会（H23.7.17開催）資料6-2 p2



（１）侵食対策に必要な３つの機能とは
①養浜、突堤、埋設護岸のそれぞれの役割（3/3）
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第6回技術分科会（H23.7.17開催）資料6-2 p22,p23



（２）目標浜幅50mについて
①砂浜確保による防護イメージ
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第6回技術分科会（H23.7.17開催）資料6-2 p27

宮崎海岸の平均潮位

宮崎海岸の平均潮位



（２）目標浜幅50mについて
②目標浜幅50mの防護機能（1/4）
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第6回技術分科会（H23.7.17開催）資料6-2 p29



（２）目標浜幅50mについて
②目標浜幅50mの防護機能（2/4）
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第6回技術分科会（H23.7.17開催）資料6-2 p30

浜崖法肩【基線】は変えない。
→目標浜幅位置（５０ｍ）は変えない。



（２）目標浜幅50mについて
②目標浜幅50mの防護機能（3/4）
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動物園東里道北側
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標
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浜幅基線からの沖向距離(m)

海岸保全区域 浜幅基線

目標浜幅50m

動物園東里道北側

一ツ葉有料道路

平成20年12月

平成22年12月

平成24年12月

平成26年10月

(固定点)

(固定点)

(固定点)

(固定点)

平成26年10月の浜崖頂部位置は、平成20年12月に比べて約17m後退している

経年的に後退

※平成26年10月の浜崖頂部からは海側に約67m
の位置となる（50m＋浜崖後退分約17m）



（３）埋設護岸とは
①埋設護岸の機能（1/4）
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第6回技術分科会（H23.7.17開催）資料6-2 p31



（３）埋設護岸とは
①埋設護岸の機能（2/4）

- 26 -

第6回技術分科会（H23.7.17開催）資料6-2 p19



（３）埋設護岸とは
①埋設護岸の機能（3/4）
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■埋設護岸設置前

T.P.+7m

浜崖に波があたり、
浜崖がドンドン後退する

計画波の遡上高さ：T.P.+7m※

計画波の遡上高さ：T.P.+7m
T.P.+7m

施設により浜崖に波をあてない
ことにより浜崖を後退させない

T.P.+7m

背後養浜により浜崖に波をあてな
いことにより浜崖を後退させない

T.P.+4m 背後養浜

サンドパック

施設
（袋詰玉石等）

■埋設護岸設置後
（サンドパック以外の工法）

■埋設護岸設置後
（サンドパック工法）

施設の高さ
＝計画波の遡上高さ：T.P.+7m

背後養浜の高さ
＝計画波の遡上高さ：T.P.+7m

※計画波よりも小さい
年に１回くる程度の
波でも浜崖は後退する



（３）埋設護岸とは
①埋設護岸の機能（4/4）
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第12回委員会（H25.9.18開催）資料12-Ⅰp36



（４）埋設護岸の位置の決め方について
①サンドパックの設置高さT.P.+1mの理由
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・サンドパックの設置高さは、施工上の制約により設定している。

・H24年度試験施工の結果を踏まえ、H25年度大炊田海岸の施工時には、過去に最も侵食した地形の
T.P.+1mよりも高い箇所に施工した。

・その結果、施工時には海水が浸入する等施工は困難を極めたが、関係者の努力もあり、なんとか施
工できたため、サンドパック設置高はT.P.+1mとしている。
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サンドパック

T.P.+1m

T.P.+4m



（４）埋設護岸の位置の決め方について
②サンドパックを浜崖から18m離す意味について（1/2）
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②法線位置の設定

③浜崖後退量の推定線
・○からバーム勾配1/6で陸側に立ち上げる
・T.P.+7mとの交点を計画外力が作用した際の浜崖後退位置として設定

T.P.±0m

T.P.＋7.0m

・計画外力（1/30確率波）に対する

波の打ち上げ高より設定した必要高さ

浜崖後退予測量※(18m)

④背後養浜盛土
・この面積を満足する養浜盛土とサン
ドパック積層体が一体となって、計
画外力作用時にも砂丘頂部高の低
下を伴う浜崖後退を防止する。 ①バーム勾配1/6

（測量の重合せより）

※：浜崖後退予測量＝（計画外力の波の打上げ高－サンドパック積層体天端高）×バーム勾配の逆数
＝（T.P.+7.0m－T.P.+4.0m）×6
＝18m

①バーム勾配1/6の根拠
（測量の重合せより）

サンドパック

T.P.＋4.0m

-2
-1
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

-40 -30 -20 -10 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

標
高
(T
.P
.m
)

浜崖基準線からの沖向距離(m)

６

１

サンドパック

T.P.＋１.0m

アスファルトマット



（４）埋設護岸の位置の決め方について
②サンドパックを浜崖から18m離す意味について（2/2）

- 31 -

第12回委員会（H25.9.18開催）資料12-Ⅰp39



（５）埋設護岸のステップアップについて
①ステップアップの考え方

- 32 -

埋設護岸の変状の根本的な原因
→埋設護岸の前面の砂浜が狭くなったこと

埋設護岸の変状を少なくする方法
→埋設護岸の前面の砂浜が狭くならないようにすること

①養浜により北から
流入する土砂を増やす

②突堤により南へ流出する
土砂を減らす

埋設護岸は
変状しにくい位置に設置する

Ｂ．海側に突出した
箇所を作らない

Ｃ．過去に侵食した
位置には設置しない

Ａ．できるだけ
陸側に設置

抜本的な対策（養浜、
突堤）を進めていくた
めに、埋設護岸をより
粘り強く変状しにくく
する必要がある

抜本的な対策

埋設護岸による
浜崖後退防止

法線（設置位置）のステップアップ

埋設護岸は
変状しにくい構造とする

構造のステップアップ

Ａ．アスファルトマットを
めくれ・沈下しにくくする

※細部の構造は変更するが、
サンドパック等の基本構造
は変更しない

※埋設護岸の設置位置は変更するが、目標浜幅50mと
目標浜幅の基準とする位置（浜幅基線）は変更しない

侵食対策の目標である「砂浜を回復し、浜幅50mを確保」
に向けて対策を進めていく必要がある
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４．動物園東の埋設護岸について

（１）検討が必要な区間

（２）検討が必要な区間の平面配置の検討ケース

（３）検討が必要な区間の平面配置の検討結果

（４）参考：標準断面図・平面図案



（１） 検討が必要な区間
①位置の選定

- 34 -

埋設護岸の設置条件が厳しい、砂浜が狭く、浜崖が海側に張り出している里道北側
を検討が必要な区間とする

今の浜崖T.P.+7m(H26.10時点)

過去に最も侵食した
T.P.+1m(H26.10時点)

目標浜幅50ｍ
(侵食対策の目標汀線位置)

既設Co護岸陸側 ○

T.P.+1m陸側 ○

浜崖離隔18m ○

既設Co護岸陸側 ○

T.P.+1m陸側 ○

浜崖離隔18m ○

既設Co護岸陸側 ○

T.P.+1m陸側 ○

浜崖離隔18m ×

既設Co護岸陸側 ○

T.P.+1m陸側 ○

浜崖離隔18m ○

既設Co護岸陸側 ○

T.P.+1m陸側 ○

浜崖離隔18m ×

地盤高T.P.+7m以上

一ツ葉有料道路

既設Co護岸見通し線

里
道

既設Co護岸陸側 ○

T.P.+1m陸側 ○

浜崖離隔18m ×

検討が必要な区間

既設Co護岸

既設Co護岸



（１） 検討が必要な区間
②現地の状況

- 35 -

検討が必要な区間
（現状で砂浜が狭い箇所）

検討が必要な区間
（現状で砂浜が狭い箇所）

里道

里道



（２） 検討が必要な区間の平面配置の検討ケース
①埋設護岸の岸沖方向の位置

- 36 -

※浜崖から18m海側に設置しようとしても、
サンドパックが宙に浮く可能性が高くなる。

■設置当初

T.P.+1m

T.P.+7m

T.P.+1m

18m

最も侵食した海浜断面

T.P.+7m

H.W.L.T.P.+1.09m

サンドパックを越えない波

■前面が侵食した場合

T.P.+1m
T.P.±0m

最も侵食した海浜断面

養浜

前浜が少しあるため
サンドパックが壊れにくい

計画波

（計画波）
18m

T.P.+1m
T.P.±0m

計画波がきても、これ以上、
浜崖は後退しないT.P.+7m

T.P.+7m

前浜がある

サンドパックが
宙に浮く可能性
が高い。

サンドパックを越える波
（計画波よりは小さい）

■サンドパックを越える高波浪がきた場合
（計画波より小さい波）

T.P.+1m
T.P.±0m

浜崖が崩れる可能性はある
T.P.+7m



（２）検討が必要な区間の平面配置の検討ケース
②埋設護岸の沿岸方向の位置

- 37 -

ケースＡ
・海浜地形に沿うように
埋設護岸を配置

→浜崖から埋設護岸までの距離を最大限確
保できる。

→海浜地形は突出している箇所もあることか
ら、埋設護岸法線も突出する場合があり、
サンドパックが変状する危険性が高くなる。

ケースＢ
・滑らかに埋設護岸を配置

→浜崖から埋設護岸までの距離が狭くなる箇
所が生じる。

→埋設護岸法線は海側に張り出さないため砂
浜が変化してもサンドパックは変状しにくい。

サンドパックが海側に張り出し、変状しやすい→埋設護岸の機能を確保できない

■砂浜が変化した場合

T.P.+1m

浜崖（T.P.+7m）浜崖までの距離を
広く確保できる

■設置時

T.P.+1m

浜崖（T.P.+7m）

浜崖までの距離が狭い箇所が生じる

■設置時

サンドパックが海側に張り出さず、変状しにくい

■砂浜が変化した場合



（３）検討が必要な区間の平面配置の検討結果
- 38 -

沿岸方向の
位置

今の浜崖の後退しにくさ
サンドパックの
壊れにくさ

背後地に
越波しない

設置当初
設置
してから
侵食後

海側の砂浜
を確保
しやすい

海側に
張り出さ
ない

ケースＡ
・海浜地形に沿
うように埋設護
岸を配置

計画波のよ
うな高波浪
がくると後退
する恐れが
ある

サンドパック
が壊れにくく、
後退する恐
れは少ない

砂浜を確保
しやすいが、
地形が変わ
ると確保でき
ない可能性
がある

海側に突
出する箇所
が生じる

浜崖が一時
後退しても高
さ
T.P.+7m以上
あるため越波
しない

ケースＢ
・滑らかに埋設
護岸を配置

計画波のよ
うな高波浪
がくると後退
する恐れが
ある

サンドパック
が壊れにくく、
後退する恐
れは少ない

砂浜を確保
しやすく、地
形が変わっ
ても確保で
きる可能性
が高い

滑らかにす
るため海側
に張り出さ
ない

浜崖が一時
後退しても高
さ
T.P.+7m以上
あるため越波
しない

岸沖方向の位置：埋設護岸が壊れにくいように埋設護岸を設置（T.P.+1m以上に設置）



（４） 参考：標準断面図・平面図案
①動物園東全域
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全体平面図（L=1.1km）
・目標浜幅50mにより設定した目標汀線位置は、計画当初と同じである。
・アクセスを確保するために、階段工を設置予定。

階段工

サンドパック法線

今の浜崖T.P.+7m(H26.10時点)

過去に最も侵食した
T.P.+1m(H26.10時点)

サンドパック法線から陸側に18m
（標高がT.P.+7m以上であることを確認）

目標浜幅50ｍ
(侵食対策の目標汀線位置)

サンドパック
設置範囲

既設Co護岸見通し線

接続工

接続工

接続工

既設Co護岸陸側 ○

T.P.+1m陸側 ○

浜崖離隔18m ○

既設Co護岸陸側 ○

T.P.+1m陸側 ○

浜崖離隔18m ○

既設Co護岸陸側 ○

T.P.+1m陸側 ○

浜崖離隔18m ×

A’

A

B’

B

基-2
基-1

基-2 基-1
目標浜幅
50ｍ法線から

陸側に18m

最大後退
浜崖T.P.+7m 最大後退T.P.+1m

既設Co護岸見通し

既設Co護岸陸側 ○

T.P.+1m陸側 ○

浜崖離隔18m ×

既設Co護岸陸側 ○

T.P.+1m陸側 ○

浜崖離隔18m ○

既設Co護岸陸側 ○

T.P.+1m陸側 ○

浜崖離隔18m ×

第24回市民談義所（H26.12.9開催）資料に地盤高T.P.+7m以上の範囲を追加

地盤高T.P.+7m以上

一ツ葉有料道路

既設Co護岸

既設Co護岸



（４） 参考：標準断面図・平面図案
②浜崖と砂浜の距離が狭い箇所の拡大
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階段工

サンドパック法線

過去に最も侵食したT.P.+1m(H26.10時点)
既設Co護岸見通し線

接続工

B’

B

C’

C

D’

D

今の浜崖T.P.+7m(H26.10時点)

サンドパック法線から陸側に18m
（標高がT.P.+7m以上であることを確認）

基-2

基-1

サンドパック
設置範囲

目標浜幅50ｍ
(侵食対策の目標汀線位置)

基-2 基-1
目標浜幅
50ｍ法線から

陸側に18m

最大後退
浜崖T.P.+7m 最大後退T.P.+1m

既設Co護岸見通し

目標浜幅
50ｍ法線から

陸側に18m

基-1

最大後退
浜崖T.P.+7m

基-2
最大後退T.P.+1m

既設Co護岸見通し

目標浜幅
50ｍ法線から

陸側に18m

基-1

最大後退
浜崖T.P.+7m

基-2
最大後退T.P.+1m

既設Co護岸見通し D-D’断面 C-C’断面

B-B’断面

動物園東里道北側範囲の拡大図及び代表箇所の断面図

既設Co護岸陸側 ○

T.P.+1m陸側 ○

浜崖離隔18m ×

既設Co護岸陸側 ○

T.P.+1m陸側 ○

浜崖離隔18m ×

第24回市民談義所（H26.12.9開催）資料に地盤高T.P.+7m以上の範囲を追加

地盤高T.P.+7m以上
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５．工事の予定

（１）養浜

（２）埋設護岸

（３）工事用道路

（４）これからの事業の長期的な見通し



（１）養浜 - 42 -

関係機関との連携により、約８．１万m3の養浜を平成27年3月までに実施予定

場 所 材 料 養浜量
宮崎海岸の侵食対策に求
められる機能との対応

主な目的 備考

一ツ瀬川
河口右岸
（陸上）

一ツ瀬川河口
（富田漁港）
浚渫土砂

約1.3万m3
沿岸方向の流入土砂の
増加

○二ツ立海岸、大炊田海岸への土砂供給
県漁港との
連携

大炊田海岸

みやざき臨海公園
ビーチ整地土砂

約0.3万m3

急激な侵食の抑制
○浜崖頂部高の低下を抑制するための

土砂供給
○急激な侵食の抑制に資する養浜

県港湾との
連携

川南漁港浚渫土砂 約0.6万m3

石崎浜

三財川掘削土砂 約0.8万m3

急激な侵食の抑制
○浜崖頂部高の低下を抑制するための

土砂供給
○急激な侵食の抑制に資する養浜

県河川との
連携

石崎浜仮置土砂 約0.2万m3
県港湾との
連携

動物園東

三財川掘削土砂 約2.8万m3

急激な侵食の抑制

○浜崖頂部高の低下を抑制するための
土砂供給

○急激な侵食の抑制に資する養浜
○サンドパックの中詰材

県河川との
連携

大淀川河道掘削土砂 約0.8万m3
国河川との
連携

川南漁港浚渫土砂 約0.2万m3
県港湾との
連携

住吉海岸沖
（海中）

宮崎港浚渫土砂 約0.6万m3
沿岸方向の流入土砂の
増加

○効率的な養浜方法の検討(海中養浜)
○一ツ葉有料道路ＰＡ沖への土砂供給

国港湾との
連携

突堤周辺 宮崎港仮置土砂 約0.5万m3 砂浜幅の回復 ○突堤周辺への土砂供給
県港湾との
連携

合計 約8.1万m3

平成21年10月撮影0 2(km)動物園東石崎浜

住吉海岸沖一ツ瀬川河口右岸

突堤周辺大炊田海岸



（２）埋設護岸 - 43 -

【目 的】
′内 容：
○浜崖頂部高の低下を抑制するための
埋設護岸及び養浜

′工事概要：埋設護岸L=360m

【連 携】 ※河川・港湾事業（県）と連携した養浜も実施（予定）

・施工期間 ： 平成26年12月～平成27年3月（予定）

全施工範囲 L=1,100m

施工予定範囲 L=360m（埋設護岸）
※南端接続部と里道アクセス部は仮設

里道

南端
接続部

里道
アクセス部

T.P.+4.0m
T.P.+2.5m

T.P.+1.0m

T.P.+4.5m

地盤線

Asマット
（孔なし・番線なし）

養浜

海→←陸

撓み込ませサンドパック 陸側に延長



（３）工事用道路 - 44 -

【目 的】
′内 容：
○動物園東の埋設護岸・養浜工事のための工事用道路

′工事概要：工事用道路L=1,390m
（内訳：海岸沿いＬ=1,260m，進入路Ｌ＝130m）

・施工期間 ： 平成27年1月～平成27年3月（予定）

海岸沿い予定範囲 L=1,260m（工事用道路）

進入路施工予定範囲 L=130m（工事用道路）

全施工範囲 L=1,390m

1.3～4.0m

アスファルト舗装（5cm厚）

既設Co護岸

既設防風柵

砕石基礎（30cm厚）

陸→←海



（４）これからの事業の長期的な見通し - 45 -

整備内容 Ⅰ期

（H23~H29）
Ⅱ期

（H30～H34）
Ⅲ期

（H35～H39）
期待する効果

養浜工 280万m3 砂浜の回復、維持

突堤の整備 L=300m 砂浜の安定

補助突堤の整備

L=150m、50m

埋設護岸の整備
L=2,700m

浜崖頂部高の保持



６．今後のスケジュール - 46 -

■ 埋設護岸（動物園東）
現地見学会 ・・・・・ 平成27年2~3月

■ 宮崎海岸市民談義所 ・・・・・・・・・・ 適宜実施

■ 宮崎海岸侵食対策検討委員会
第4回効果検証分科会 ・・・・・ 平成27年夏頃


